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登園が可能であることの証明書 

日の出保育園 

 

氏  名：      

 

生年月日：    年   月   日  

 

 上記の園児は、下記感染症にかかり治療していましたが、他児への感染の可能性低い

と判断したので、    年   月   日から登園が可能であることを証明します。 

 

病 名（該当するものに○印） 

① 麻しん  ・・・解熱後３日を経過してから 

② インフルエンザ ・・・発症後５日を経過し、かつ解熱後３日を経過するまで 

③ 風疹  ・・・発疹が消失してから 

④ 水痘（水ぼうそう） ・・・すべての発疹がかさぶたになるまで 

⑤ 流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 

・・・耳下腺の腫れが出現してから５日を経過し、かつ全身状態が良好になるまで 

⑥ 結核  ・・・医師により感染の恐れがないと認められるまで 

⑦ 咽頭結膜熱（プール熱）・・・主な症状が消え２日経過してから 

⑧ 流行性角結膜炎 ・・・結膜炎の症状が消失してから 

⑨ 百日咳  ・・・特有の咳が消失するまで 

⑩ 腸管出血性大腸菌感染症（O157，O26，O111等） 

・・・症状が治まり、かつ抗菌薬による治療が終了し、48時間をあけて連続２回の

検便によっていずれも菌陰性が確認されたら 

⑪ 急性出血性結膜炎 ・・・医師により感染の恐れがないと認められるまで 

⑫ 髄膜炎菌性髄膜炎 ・・・医師により感染の恐れがないと認められるまで 

 

＊その他の伝染病（病名：               ） 

・・・医師により感染の恐れがないと認められるまで 

 

    年   月   日 

医療機関名：                 

 

医療機関住所：      

 

電 話 番 号：      

 

医 師 名：      
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保育園への登園基準は学校保健法に準じておこなっていますが、下記の疾病について

は、「登園が可能であることの証明書」は不要です。 

しかし、保育園には乳児も通うことから、下記の疾病においても症状により登園を控

えていただく場合がありますので、医師の診察を受けた上で登園について園にご相談く

ださい。 

 

 

＜症状によって登園を控えていただく必要がある伝染病＞ 

・ 溶連菌感染症 ・・・抗菌薬内服後 24時間を経過するまで 

・ マイコプラズマ肺炎 ・・・発熱や激しい咳が治まっていること 

・ 手足口病   ・・・発熱や口腔内の水疱や潰瘍の影響がなく、食事がとれること 

・ 伝染性紅斑（りんご病）・・・全身状態が良好なこと 

・ 感染性胃腸炎（ノロ、ロタ、アデノウィルスなど） 

  ・・・嘔吐、下痢などの症状が治まり、食事がとれること 

・ ヘルパンギーナ・・・発熱や口腔内の水疱や潰瘍の影響がなく、食事がとれること 

・ ＲＳウィルス感染症  ・・・呼吸器症状が消失し、全身状態が良好なこと 

・ 帯状疱疹（ヘルペス） ・・・すべての発疹がかさぶたになるまで 

・ 突発性発疹   ・・・解熱して機嫌が良く、全身状態が良好なこと 

・ 伝染性化膿疹（とびひ） 

・・・皮疹が乾燥しているか、湿潤部位が覆われている程度であること 

・ 伝染性軟属腫（水いぼ） 

・・・掻き壊した傷から、浸出液が出ているときは被覆すること 

・ 頭じらみ症   ・・・駆除を開始していること 

 

＊ その他：原因不明の発熱、咳、嘔吐、下痢、発疹などの症状があるとき 


